
品質保証について
•  商品の保証期間は出荷後、1年間（水栓は2年）となります。万一、
不都合が発生した場合、当社へご連絡ください。

• 保証期間内でも次の場合は、有料修理となりますのであらかじめ
ご了承ください。

1. 使用上の誤り及び不当な修理や改造による故障及び損傷

2. 取付後の移設などに起因する故障及び損傷

3. 火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変による故障及び損傷

4. 砂、ごみ、髪などによる不具合及び施工不良による不具合

5.  消耗部品の消耗保証期間経過後の修理などについては、営業
担当者にお問い合わせください。

（社）日本水道協会認証品について
• 「JWWA」の表記のあるものは認証品として出荷可能な商品です。

鉛浸出新基準対応について
当社の洗面所水栓、台所用水栓は鉛浸出の基準（0.007mg/ 以下）に
対応しております。

安全に関するご注意
• 器具選定の際には、設置条件・使用条件・用途をご確認ください。

• 主要な商品には「施工説明書」を同梱しています。設置工事をされ
る場合は、よくお読みの上施工してください。

• 取り扱いを誤りますと、故障や事故の原因になります。

同梱の工具について
• 同梱の工具は必ず取り置きしてください。後日メンテナンスの際、
必要となります。

■商品の取り扱いについての注意とお願い
設計・施工にあたってのお願い
•  寒冷地仕様品は用意しておりません。

• 排水の接続は全てスリップイン方式です。また、排水用アダプター
はご用意しておりません。

• 洗面器・手洗器の取付位置・給排水位置・サイズについては図面データ
を参照してください。

• カウンター式洗面器の切込み寸法は型紙を用意しておりますので
ご請求ください。

• ガラス製品・陶器製品などの壁への取付の際には補強した木下地上、
又はコンクリート下地への取付を行なってください。

水栓金具について
• シングルレバー式湯水混合水栓は、レバーを持ち上げると吐水
します。左右に動かすことで温度を調整し、上下に動かすことで
吐水量を調整します。

• 水栓をキャビネットに設置する場合は、水量調節及びメンテナンス
性の向上のためにキャビネット内に給湯・給水配管及び止水栓を
設置してください。流し台裏側に施工する場合などは配管接続部
が確認できる様に点検口を設けてください。

• ハンドル部に湯（H）・水（C）の表示が無い商品があります。特に
パブリック現場でご採用いただく場合にはご留意してください。

• ポップアップ操作棒部分に水がかかると操作棒を伝いカウンター
より下へ水滴が落ちる場合があります。ご使用の場合は操作棒
部分に水がかからないようにご注意ください。

• 他所の水栓の使用などにより水圧変動が起こり、湯の使用中に
湯温が上昇または下降することがあります。

• 温水混合水栓を単水専用としてご使用する際は、T型ジョイントを
併用ください。

水圧条件について
• 海外製品は国内製品と比較して器具抵抗が大きくなっていますので、
以下の点にご注意ください。

• 取扱いの水栓の推奨水圧は0.2Mpa ～ 0.3Mpa です。

※ 水圧は 0.5Mpa 以下でご使用ください。カートリッジの寿命が
短くなる恐れがあります。

洗面用・キッチン用水栓の場合
※ 十分な吐水量を得るために最低必要水圧 0.05Mpa 以上（流動
圧）、最高水圧0.75 Ｍ pa以下（静水圧）、（給水圧力≧給湯圧力）
を、給水・給湯ほぼ同圧で確保してください。

• 0.1Mpa 以下に減圧されている電気温水器（標準圧力型）と
のセットでは十分な吐水量が得られないことがありますので
ご注意ください。

• シャワー切り替え機能付きのキッチン用水栓は、製品により
必要動水圧が異なりますのでご注意ください。

シャワー・バス水栓の場合
※ 十分な吐水量を得るために 0.3Mpa 以上（動水圧）を、給水・
給湯ほぼ同圧で確保してください。

•  0.3Mpa 以下に減圧されている高圧型電気温水器とのセットで
は、器具の性能を十分に発揮できませんのでご注意ください。

シャワーヘッド引出しタイプ水栓の取付けについて
• キッチン用水栓・風呂用水栓はホースを伝わって水滴がキャビネット
内に落ちることがあります。その為、キャビネット内には水受トレイ
を設置してください。

•  水栓に使用できる水質は上水及び飲用井戸水です。それ以外の水質
（温泉水や酸度の高い水など）には水栓の使用が向いていません。

• 給湯温度は最高で70℃まででお使いください。

デッキタイプバス水栓の取付けについて
•  デッキ下部からの吐水口・ハンドル部の締付け固定が必要です。施工・
将来のメンテナンスのために、必ずデッキ下部へ点検口を設けて、
作業可能なスペースを確保してください。

洗面ボウルについて
• 陶器製洗面ボウルの置きタイプ、壁付けタイプの商品によっては、
背面には、釉薬がかかっていない商品もあります。

•  小さなサイズ、浅めの洗面ボウルの場合、使用時に器の外に水はね
することがあります。

•  陶器の色は写真のため、実物と多少異なる場合があります。あらか
じめご了承ください。

•  冷えた陶器洗面ボウルに熱湯を注がないでください。ヒートショック
現象によるヒビや割れの原因となります。

カウンターへの穴あけの際の注意
•  陶器製品は若干の寸法誤差がある場合があります。穴あけの際には
目安として図面集の切込み寸法をお使いいただき、詳細の取合いや
収まりについては現物での確認を行ってください。

洗面ボウルの排水金具について
1.  排水金具本体にゴムパッキンをつば下まで差し込み、洗面ボールに取
り付けてください。

2.  ナットの締付けは、洗面器の破損を防止するため、ゴムパッキンの
弾性を失わない程度に締付けます。

カタログをご利用の前に（アクア・水まわり）

固定排水栓 ポップアップ
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ポップ操作性について
• 操作レバーとポップ
アップからの操作棒の
接点を10cm以上とり、
操作性が固くならない
ように調整しながら取り
付けてください。水栓の
操作レバーを少し折り曲
げて調整してください。

※ ポップアップ式水栓を閉じ
て水を溜めた場合でも多少
の水は排水されていき、少
しずつ水位は下がっていき
ます。

洗面用品の壁付けについて
• コンクリート壁：同梱されているアンカーボルトを使用し、確実に
固定してください。

• 木造壁：フレーム固定位置の壁裏には、木板等で十分な補強をして
ください。

• ALC壁、ブロック壁には取付できませんのでご注意ください。

ガラス製品について
• カタログ掲載商品の金属部分はクロームメッキ処理、または亜鉛
メッキ処理、耐酸性処理されています。

• ガラス洗面シリーズのガラスは全て強化ガラスを使用しています
が、飛散防止処理はされておりませんので、お取り扱いにご注意
ください。

ガラス製品の取付について
• ガラス洗面には必ず専用の排水栓をご使用ください。お使いになる
水栓に排水栓が付属している場合であっても、水漏れの原因になり
ますのでそれは使用しないでください。

• 壁取付マークのついた商品の荷重は壁で支えております。
補強をするなど取付壁の強度には十分ご留意ください。 壁取付マーク

アクセサリーについて
• アクセサリーは直接水のかかる浴室内、湿度の高い場所でのご使用
は避けてください。

• 取付箇所が石こうボード等の場合は補強材をご用意ください。

• ペーパーホルダーのフードはペーパーカット用ではありません。また、
品番によってペーパー支持棒が可動式な為、ペーパーが壁面に接触
する恐れがあります。

アクセサリーのお手入れについて
• 普段のお手入れとして、乾いた柔らかい布でまめに拭くか、または
磨いてください。

• 磨き粉などの粗い粒子が含まれた洗剤・酸性洗剤・塩素系漂白剤・
ナイロンたわし・シンナー及びベンジンなどは器具の表面を傷つ
けたり、侵したりするので使用しないでください。もし器具に
付着した場合はよく水洗いをして流してください。

• 汚れがひどい場合には適度に薄めた食器用洗剤で拭いた後に水
洗いし、最後に乾拭きしてください。湿度の高い場所で使用される
場合は、換気を良くしたり、こまめに拭く・磨くなどのお手入れを
してください。

ニッケル仕上げの水栓について
• ニッケル仕上げ部は空気と触れることにより黒く変色します。適度
に（週に一回程度）柔らかい布などを使用し、良く拭いてください。
ニッケルの風合いが持続します。

■ 図面、取扱説明書、施工説明書
上記3点は弊社ウェブサイトよりダウンロードして頂けます。

　図面データ ：ファイル形式
PDF、DWG、DXF

　取扱説明書及び施工説明書：ファイル形式
PDF

Ⓐの位置が短いと固く、長いと軽くなります。


